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沖縄における外国人観光評価の数量的分析
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本稿では､ アジア 4地域 (韓国､ 台湾､ 香港および中国本土) の観光客を対象に､ 外国人観光
客の再訪意識度および旅行満足度の影響要因について計量分析を行った｡ 主な結果として､ 旅行
満足度､ 宿泊施設､ 観光施設､ 食事､ 外国語対応能力および交通機関の満足度が高いほど再訪意
識度が高くなる｡ 再訪意識度は､ 宿泊施設､ 観光施設および食事の満足度に大きく規定される｡
また旅行満足度は､ 宿泊施設や観光施設の満足度による影響が大きく､ 次に食事､ 交通機関､ お
もてなし､ 外国語対応能力の影響も比較的大きい｡ 観光客の旅行満足度を高めるためには､ 宿泊




































































(本土) が17.1％､ アメリカが8.6％､ 香港が
5.8％の順で､ 韓国・台湾・中国 (本土)・香








































年次 北海道 東北 関東 北陸 中部 関西 中国 四国 九州 沖縄
2008年 8.1 3.5 63.5 3.0 20.9 33.4 5.2 1.1 12.1 2.3
2009年 8.0 3.6 64.5 2.9 20.8 33.1 5.6 1.1 10.1 2.5
2010年 8.8 3.3 64.4 3.3 22.7 34.5 5.1 0.8 10.9 2.7
2011年 7.3 2.9 69.1 4.8 13.3 38.2 4.3 0.9 14.2 3.0
2012年 7.8 2.6 59.2 4.7 13.9 32.6 4.0 0.8 11.0 3.1
資料：日本政府観光局 (JNTO) ｢訪日外国人訪問地調査｣､ 観光庁 ｢訪日外国人消費動向調査｣
2012年の沖縄入域外国人の国別割合をみる
と､ 台湾が最も多く46％､ 続いて香港が18％､
中国 (本土) が15％､ 韓国が11％の順となっ
ており､ これらアジア4地域が90％余を占め､
外国人観光客の主な供給地となっている｡ ま
た近年､ 香港および中国 (本土) の割合が大
きく増加していることが読み取れる｡
そこで以下の分析では､ 台湾､ 香港､ 韓国














い｣ が30.8％､ ｢まあ来たい｣ が43.2％となっ
ており､ 両者併せて再訪意識のある観光客が
74％に達している｡ また､ 旅行全体の満足度
についてみると､ ｢満足｣ が29.2％､ ｢やや満
足｣ が59.2％で､ 両者併せて約 9割を占めて
いる｡
再訪意識度と旅行全体の満足度の相関分析









化し､ すなわち､ 再訪意識については､ 回答
選択肢の ｢1.来たくない｣ から ｢5.ぜひま
た来たい｣ にそれぞれ 1～ 5点､ 満足度につ
いては､ ｢1.不満｣ から ｢5.満足｣ にそれぞ
れ 1～ 5点を数値化して相関分析を行った｡













































1.不満 1 0 0 0 0 1 ( 0.1)
2.やや不満 2 4 5 0 0 11 ( 0.6)
3.普通 6 32 110 49 6 203 (11.0)
4.やや満足 4 17 269 578 229 1,097 (59.2)












資料) 沖縄県 ｢外国人観光客満足度調査｣ (平成23年度) アンケート個票より計算作成｡




カイ２乗値 自由度 クラメールの独立係数 ピアソンの独立係数
868.1＊＊＊ 16 0.34 0.56 0.55＊＊＊ 1,853






























註) ＊＊､ ＊＊＊印は､ それぞれ 5％､ 1％水準で有意であることを示す｡















註) ＊＊､ ＊＊＊印は､ それぞれ 5％､ 1％水準で有意であることを示す｡


















た結果は図 3で示した通りである｡ なお､ 重
要度偏差値は旅行全体の満足度と各満足度要
素との相関係数の偏差値であり､ 満足度偏差




































































































































旅行全体 0.0 0.7 11.8 58.7 28.8 100.0
資料) 沖縄県 ｢外国人観光客満足度調査｣ (平成23年度) アンケート個票より計算作成｡
註) 上段は実数､ 下段は構成比を示す｡
られるが､ 重点的維持分野に近い｡














































満足度を構成する 8つの要素､ すなわち､ 観
光施設､ 食事､ 宿泊施設､ 案内表記の分かり
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